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健
康
保
険
法
の
施
行
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
る
。
健
康
保
険
制
度
は
様
々
な
苦
難
を
乗
り
越
え
、

今
日
ま
で
引
き
継
が
れ
て
き
た
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
現
在
、
持
続
可
能
な
皆
保
険
制
度
と
す
る
た

め
に
抜
本
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
健
康
保
険
組
合
連
合
会
は
10
月
22
日
、
東

京
・
丸
の
内
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
健
康
保
険
組
合
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。
同
大
会
の
特
別

企
画
で
は
、
全
世
代
で
社
会
保
障
費
の
負
担
を
分
か
ち
合
う
必
要
性
を
は
じ
め
、
保
険
給
付
の
適
正

化
や
保
険
者
へ
の
期
待
に
つ
い
て
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。

令和7年度健康保険組合全国大会

持続可能な皆保険制度へ
今こそ抜本改革を
持続可能な皆保険制度へ
今こそ抜本改革を

基調講演

自
分
自
身
で
健
康
を
守
る
意
識
付
け
を

健
保
組
合
も
発
信
力
を
強
化

新
鮮
な
提
言
内
容

　
―
―
医
療
保
険
制
度
の
課
題
は
何
か
。

　
宮
永　
１
９
６
１
年
に
始
ま
っ
た
国

民
皆
保
険
制
度
は
、
全
国
ど
こ
で
も
適

度
な
費
用
負
担
で
必
要
な
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
、
万
人
に
平
等
な
制

度
だ
。
し
か
し
世
界
有
数
の
長
寿
国
に

な
っ
た
現
在
、
少
子
高
齢
化
と
医
療
の

進
化
に
よ
り
医
療
費
が
増
加
。
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
２

０
２
４
年
度
は
１
０
０
０
万
円
以
上
の

レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
件
数

が
過
去
最
高
で
、
10
年
前
の
６
倍
を
超

え
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
増
加
。
制
度
維
持

に
向
け
、
時
代
に
合
っ
た
改
革
が
始
ま

っ
た
と
こ
ろ
だ
。

　
翁　
例
え
ば
、
湿
布
薬
の
レ
セ
プ
ト

分
析
を
見
る
と
、
全
国
で
処
方
に
大
き

な
差
が
あ
っ
た
。
今
は
デ
ー
タ
分
析
で

様
々
な
こ
と
が
分
か
る
時
代
。
医
療
改

革
は
デ
ー
タ
を
し
っ
か
り
見
る
こ
と
が

大
事
だ
。
改
革
を
推
進
す
る
上
で
、
保

険
者
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。

　
―
―
課
題
解
決
に
向
け
て
健
康
保
険

組
合
連
合
会
（
健
保
連
）
は
「『
ポ
ス
ト

２
０
２
５
』
健
康
保
険
組
合
の
提
言
」

を
公
表
し
た
。

　
宮
永　
抜
本
的
な
改
革
は
一
気
に
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
全
員
が
少
し
ず

つ
頑
張
り
、
流
れ
を
変
え
る
こ
と
が
必

要
だ
。
健
康
保
険
組
合
と
し
て
、
国
民

の
皆
さ
ま
に
こ
の
状
況
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
、
今
回
の

提
言
に
至
っ
た
。
医
療
費
の
仕
組
み
や

国
民
皆
保
険
制
度
の
素
晴
ら
し
さ
、
厳

し
い
状
況
に
つ
い
て
知
り
、
自
分
自
身

で
健
康
を
守
る
意
識
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
に
は
健
診
を
受
け
、
軽

度
な
体
の
不
調
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
心
が
け
る
な
ど
「
３
つ
の
お

願
い
」
と
し
て
訴
え
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
我
々
も
「
４
つ
の
約
束
」

を
掲
げ
た
。
健
診
を
受
け
や
す
い
よ
う

に
こ
ま
め
に
働
き
か
け
、
丁
寧
な
保
健

指
導
を
実
施
。
予
防
に
役
立
つ
情
報
を

提
供
し
て
、
職
場
環
境
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
。
さ
ら
に
、
事
業

の
特
性
な
ど
に
応
じ
て
先
進
的
な
取
り

組
み
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
を
「
５
つ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
し
た
。

　
翁　
今
回
の
提
言
に
は
必
要
な
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
数
年
前
か
ら

健
康
保
険
組
合
の
健
診
や
保
健
指
導
の

実
施
状
況
な
ど
が
開
示
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
組
合
に
よ
っ
て
取
り
組
み

に
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
。
提
言
と
い

う
働
き
か
け
は
と
て
も
大
事
だ
。
ま

た
、「
５
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
う
ち
、

か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
を
掲
げ
た
点

は
新
鮮
に
感
じ
た
。
開
業
医
の
責
任
が

明
確
化
さ
れ
、
改
革
に
取
り
組
む
機
運

が
醸
成
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
ま
ず
は

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
の
充
実
が
大
変
重

要
で
あ
り
、
医
療
機
関
間
の
連
携
や
協

業
も
進
む
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

年
齢
区
分
見
直
し
必
要

　
―
―
医
療
制
度
は
こ
の
先
ど
の
よ
う

に
改
革
し
て
い
く
べ
き
か
。

　

宮
永　

皆
保
険
制
度
の
維
持
に
向

け
、
従
来
以
上
に
保
険
給
付
の
適
正

化
、
重
点
化
が
必
要
に
な
る
。
費
用
対

効
果
の
視
点
か
ら
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
保
険
給
付
の
見
直
し

に
取
り
組
み
、
公
平
性
確
保
の
た
め
に

負
担
能
力
の
あ
る
高
齢
者
に
は
応
分
の

負
担
を
求
め
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

元
気
に
就
労
し
て
い
る
高
齢
者
が
増
え

て
お
り
、
年
齢
区
分
も
見
直
す
時
機
に

に
き
て
い
る
。
若
い
世
代
に
対
し
て
、

医
療
コ
ス
ト
へ
の
意
識
を
高
め
る
啓
発

活
動
も
お
願
い
し
た
い
。

　
翁　
後
発
薬
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
の
あ
る
先
発
薬
は
選
定
療
養
に
移

行
し
た
が
、
新
薬
が
出
て
有
効
性
が
低

下
し
て
い
る
医
薬
品
は
一
度
保
険
に
収

載
さ
れ
る
と
出
口
が
な
い
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。

　

応
能
負
担
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
と

若
年
層
で
は
収
入
が
同
じ
で
も
、
持
ち

家
や
金
融
資
産
、
負
債
の
有
無
で
状
況

が
異
な
る
。
あ
る
程
度
余
裕
の
あ
る
高

齢
者
に
は
少
し
負
担
を
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
高
齢
者
の
定
義
を
見
直
す
議

論
も
大
切
に
な
る
。
赤
字
の
医
療
機
関

が
多
い
中
で
、
医
療
体
制
を
維
持
す
る

た
め
の
見
直
し
も
極
め
て
大
事
だ
。
海

外
で
は
24
時
間
住
民
を
支
え
ら
れ
る
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
が
行
わ
れ
、
病
院
と

の
連
携
と
機
能
分
化
が
進
ん
で
い
る
。

デ
ー
タ
活
用
大
事
に

　
―
―
保
険
者
へ
の
期
待
は
。

　
翁　
レ
セ
プ
ト
な
ど
の
デ
ー
タ
分
析

を
う
ま
く
活
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健

康
保
険
組
合
で
リ
ス
ク
を
抱
え
る
人
に

的
確
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
ほ
し
い
。

健
康
状
態
を
向
上
さ
せ
、
か
つ
医
療
費

も
削
減
す
る
こ
と
が
デ
ー
タ
活
用
で
可

能
に
な
る
。
診
療
報
酬
体
系
は
国
民
目

線
で
疑
問
を
感
じ
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
保
険
者
と
し
て
国
民
の
視
点
に
立

っ
た
発
言
に
期
待
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
も
医
療
統
計
の
十
分
な
整
備
や
、
事

業
者
ご
と
に
事
業
内
容
や
経
営
状
況
な

ど
の
情
報
開
示
を
積
極
的
に
行
う
こ
と

を
期
待
す
る
。

　
宮
永　
比
較
可
能
な
客
観
的
デ
ー
タ

の
価
値
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
い
く
。
電
子
処
方
箋
は
薬
局
で
８
割

程
度
導
入
さ
れ
、
重
複
投
薬
の
チ
ェ
ッ

ク
に
効
果
が
出
て
き
て
い
る
。
30
年
に

は
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
共
有
を
す
べ
て

の
医
療
機
関
で
目
指
し
て
お
り
、
全
国

医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
整
備

さ
れ
る
。
コ
ス
ト
低
減
や
適
切
な
対
応

に
つ
な
が
る
た
め
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

は
じ
め
、
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
。

　

保
険
者
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
形
で

デ
ー
タ
を
活
用
し
、
健
康
増
進
は
も
ち

ろ
ん
、
次
世
代
の
医
療
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
に
つ
な
げ
る
。
来
年
、
最
初
の

健
康
保
険
組
合
設
立
か
ら
１
０
０
年
を

迎
え
る
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
保
険
組
合

と
し
て
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

「ポスト2025」健康保険組合の提言

医療費抑制と応能負担欠かせず

３
①医療費のしくみや国民皆保険制度の厳しい状況につ
いてもっと知ってください

②自分自身で健康を守る意識をもってください。健診
をきちんと受けてください

③軽度な身体の不調は自分で手当てするセルフメディ
ケーションを心がけてください

加入者（国民）の皆さまへの

つのお願い

４
①各種健診を受診しやすいよう、こまめに働きかけます
②一人ひとりの健康状態に合わせた丁寧な保健指導を
実施します
③予防・健康づくりに役立つ情報を提供します
④職場環境に応じた予防・健康づくりに取り組みます
　（事業主との連携）

健康保険組合の

つの約束

５
①多様な働き方に対応した保健事業の充実強化
②かかりつけ医との連携
③健康保険組合の発信力強化
④データ分析強化による加入者サービスの充実
⑤デジタル化による健康保険組合業務革新

健康保険組合が取り組む

つのチャレンジ

５
①負担の公平性の確保
②保険料と公費（税）の負担構造の見直し
③保険給付の見直し
④医療提供体制の改革
⑤医療DX施策の強化

国に対して実行、整備を求めること

つの要望事項

翁 百合氏
日本総合研究所 シニアフェロー

　

人
口
減
少
は
医
療
だ
け
で
な
く
、
日
本

社
会
全
体
に
大
き
な
問
題
を
引
き
起
こ
し

つ
つ
あ
る
。
急
速
な
人
口
減
少
を
で
き
る

だ
け
抑
え
、
同
時
に
一
人
ひ
と
り
の
生
産

性
を
上
げ
て
経
済
の
強
靱
（
き
ょ
う
じ
ん
）

化
を
図
る
こ
と
が
、
日
本
社
会
を
持
続
可

能
に
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
だ
。
日
本
の

社
会
保
障
費
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。
高
齢
化
と
医
療
の
高
度
化
が
国
民

医
療
費
を
押
し
上
げ
、
現
役
世
代
を
圧
迫

し
て
い
る
。
価
値
の
高
い
医
療
を
提
供
し

な
が
ら
、
医
療
費
の
増
加
を
ど
う
抑
制
し

て
い
く
か
が
、
喫
緊
の
課
題
だ
。
現
在
、

国
民
皆
保
険
で
安
心
し
た
生
活
を
営
め
て

い
る
が
、
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
で
、
自

己
負
担
を
ど
う
考
え
る
か
も
大
事
な
議
論

に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
現
役
世
代
の
家
計
の
負
担
率

を
分
析
す
る
と
、
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
各
国
平
均
と
の
比
較
で

は
、
日
本
は
特
に
低
所
得
層
で
社
会
保
険

料
の
負
担
が
大
き
く
、
中
で
も
子
供
が
い

る
世
帯
が
厳
し
い
。
現
役
世
代
を
助
け
る

に
は
、
医
療
費
な
ど
の
増
加
の
抑
制
と
、

保
険
料
を
よ
り
支
払
い
能
力
に
応
じ
た

「
応
能
負
担
」
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

ま
た
、「
給
付
付
き
税
額
控
除
」
と
い
わ
れ

る
勤
労
者
の
低
所
得
層
へ
の
支
援
な
ど
の

形
で
の
サ
ポ
ー
ト
も
大
事
だ
。

　

こ
う
し
た
議
論
は
、
国
民
医
療
費
や
社

会
保
障
費
の
増
加
抑
制
に
も
つ
な
げ
る
必

要
が
あ
る
。
将
来
も
安
心
な
医
療
制
度
に

向
け
て
、
民
間
の
「
令
和
国
民
会
議
（
令

和
臨
調
）」
で
一
昨
年
示
さ
れ
た
４
つ
の
提

言
が
参
考
に
な
る
。

　

１
つ
目
は
、
保
険
の
適
用
範
囲
の
見
直

し
だ
。
有
効
性
が
低
下
し
て
い
る
医
薬
品

や
、
市
販
薬
と
成
分
や
効
能
が
似
た
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
の
自
己
負
担
の
在
り
方
な
ど
の

検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

２
つ
目
は
、
医
療
機
関
な
ど
の
経
営
情

報
や
医
療
・
介
護
の
情
報
開
示
を
求
め
、

デ
ー
タ
連
携
に
よ
っ
て
、
重
複
投
薬
や
頻

回
受
診
な
ど
を
削
減
す
る
こ
と
。

　

３
つ
目
は
医
療
提
供
体
制
の
見
直
し
。

か
か
り
つ
け
医
を
含
め
た
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

ケ
ア
（
健
康
に
関
す
る
相
談
が
で
き
る
身

近
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
を
充
実
さ
せ
、
医

療
機
関
の
機
能
分
化
と
医
療
機
関
同
士
や

介
護
事
業
所
、
薬
局
と
の
連
携
を
進
め
、

提
供
体
制
の
改
革
を
図
る
。

　

４
つ
目
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
活

用
・
規
制
改
革
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
働

く
人
の
賃
金
を
上
げ
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
活
用

し
た
生
産
性
向
上
、
従
業
員
満
足
度
向
上

に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
だ
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
が
、
安
心
な
医
療
制
度
の
継

続
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。

「きいろをみどりへ」特設ページ

翁 百合氏宮永 俊一
健康保険組合連合会 会長
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